伐採及び伐採後の造林の届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
  　　小布施町長　　様

  　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　   　　  　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　     　     　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先
 次のとおり森林の立木を伐採したいので、森林法第10条の８第１項の規定により届け出ます。
　１　森林の所在場所
	
	　上高井郡　小布施町　大字　　　　　　字　　　　　　地番

　　　　　　　
林班　　　　　　　小班　　　　　　施業番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	


　　　注）附属図として、伐採地の位置図、伐採する範囲の分かる図面（公図等）を添付。
　２　伐採の計画
	
	伐採面積
	 　　　　　　　　                                          　ha
	

	
	伐採方法
	主伐（皆伐・択伐）・間伐
	伐採率
	　　　　　　　　 　％
	

	
	伐採樹種
	
	

	
	伐採齢
	
	

	
	伐採の期間
	
	


　３　伐採後の造林の計画
　　(1) 造林の方法別の造林面積等の計画
	
	　造林面積（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
	　　             　　  　　　　　　　　　　ha
	

	
	
	 人工造林による面積（Ａ＋Ｂ）
	　　                         　　　　　　　ha
	

	
	
	
	 植栽による面積（Ａ）
	　　                        　 　　　　　　ha
	

	
	
	
	 人工播種による面積（Ｂ）
	　　                         　　　　　　　ha
	

	
	
	 天然更新による面積（Ｃ＋Ｄ）
	　　                         　　　　　　　ha
	

	
	
	
	 ぼう芽更新による面積（Ｃ）
	　　                         　　　　　　　ha
	

	
	
	
	
	 天然更新補助作業の有無
	地表処理・刈出し・植込み・その他（     　 ）・なし
	

	
	
	
	 天然下種更新による面積（Ｄ）
	　　　                       ha
	

	
	
	
	
	 天然更新補助作業の有無
	地表処理・刈出し・植込み・その他（       ）・なし
	


　　(2) 造林の方法別の造林の計画
	
	
	造林の期間
	造林樹種
	樹種別の造林面積
	樹種別の植栽本数
	

	
	人工造林（植栽・人工播種）
	
	
	 　　　　　 ha
	     　　　　本
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	天然更新
（ぼう芽更新・天然下種更新）
	
	
	
	
	

	
	
	５年後において適確な更新
がなされない場合
	
	
	
	
	


　　(3) 伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途
	
	
	


　４　備考
	
	
	


注意事項
　１　伐採する森林の所在する市町村ごとに提出すること。
  ２　伐採する者が伐採後の造林に係る権原を有しない場合にあつては、伐採する者と当該権原を有する者が連名で
提出すること。
  ３　氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。
　４　森林の所在場所ごとに記載すること。
  ５　面積は、小数第２位まで記載し、第３位を四捨五入すること。
  ６　樹種は、すぎ、ひのき、まつ（あかまつ及びくろまつをいう。）、からまつ、えぞまつ、とどまつ、その他の
針葉樹及びぶな、くぬぎその他の広葉樹の別に区分して記載すること。
  ７　伐採方法欄には、皆伐、択伐又は間伐の別を記載し、伐採率欄には、立木材積による伐採率を記載すること。
  ８　伐採齢欄には、伐採する森林が異齢林の場合においては、伐採する立木のうち最も多いものの年齢を記載し、
最も年齢の低いものの年齢と最も年齢の高いものの年齢とを「（○～○）」のように記載すること。
  ９　伐採の期間が１年を超える場合においては、２の伐採の計画を年次別に記載すること。
  10  造林面積欄には、伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途を記載した場合を除き、
主伐に係る伐採面積と一致するよう記載すること。
  11　植栽による面積欄には、市町村森林整備計画において植栽によらなければ適確な更新が困難な森林として定めら
れている伐採跡地の面積を下回らないよう記載すること。
  12　天然更新補助作業の有無欄には、当該作業を行う場合には、地表処理、刈出し、植込みなどの作業の種類を記載
すること。
  13　造林樹種欄及び樹種別の造林面積欄には、複数の樹種を造林する場合には、造林する樹種ごとに複数の行に分け
て記載すること。
  14　樹種別の植栽本数欄には、植栽する樹種ごとに複数の行に分けて記載すること。
  15　５年後において適確な更新がなされない場合欄には、造林の方法を天然更新による場合（伐採後において森林以
外の用途に供されることとなる場合のその用途を記載した場合であつて、伐採の終了した日から５年後において当
該用途に供されていないときを含む。）における造林の期間、造林樹種、樹種別の造林面積及び樹種別の植栽本数
を記載すること。
  16　伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途欄には、伐採後５年以内において当該伐採
跡地が森林以外の用途に供されることとなる場合にのみ記載すること。
以下、申請書類ではありません（提出不要）。
【注意・用語解説】
・別荘地として開発された地域の立木伐採
　長野県開発許可に関する許可基準等の運用及び指導指針「林地開発許可に係る森林等の配置及び施設の設置基準（長野県告示第421号）別紙1表1」によるものとする。ただし、当該表による“残地森林率60％以上”とは、道路その他の用途の面積を含んだ一帯の開発面積を根拠としたものであるから、一区画での残地森林は70％以上とする。したがって伐採は30％以内となる。この規定以上に伐採する場合は、その面積の部分の植林を行わなければならない。
・主伐
森林の樹木を収穫（利用）するために伐採すること。基本的に更新が伴う（届出書の「3 伐採後の造林の計画」に記入する。構造物を建てる場合に支障となる樹木の伐採を含む。ただし、この場合は伐採後の造林はできないため、「3 （3）伐採後において森林以外の用途に供されることとなる場合のその用途」欄を記入する。）
　◆皆伐…一定の区域の樹木を全て伐採すること。
　◆択伐…対象となる区画から一定の基準で樹木を選び、その木だけを伐採すること。（基本的に植栽を伴う。）
・間伐
　樹木の成長に伴って混み合ってきたが主伐には至らない森林で、樹木の生育を促すために間引くための伐採。
・天然更新
　森林の伐採後に天然の力、樹木の持つ繁殖機能により次世代の森林が育つこと。
　　◆天然下種更新…立木から種子が落下して発芽した稚樹が生育することによる更新。必要に応じて
　　　　　　　　　　種子が地面に着床しやすくなるよう地表掻き起こしなどの人手を補助的に加えて
　　　　　　　　　　後継の森林を成立させること。
　　◆ぼう芽更新　…広葉樹の伐採後の根株からの発芽による更新。
住所


届出人 氏名                        印





（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）








